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共同通信社との契約により

一部の記事は

ウェブではお読みいただけません。



ワシントン DC 2024 年 6 月号（第 352 号）   (2)

　
腸
内
細
菌
と
健
康
の
関
わ

り
に
焦
点
を
あ
て
た
「
医
食
同

源
（F

ood A
s M

edicine

）」

会
議
が
５
月
９
日
と
10
日
の

両
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学

で
開
催
さ
れ
た
。

 

同
大
学
医
学
部
バ
イ
オ
ハ

ザ
ー
ド
脅
威
物
質
・
新
興
感
染

症
学
部
長
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー

ン
智
子
博
士
が
主
催
し
た
学

会
は
、
連
邦
議
員
や
米
国
農
務

省
幹
部 (

バ
イ
デ
ン
大
統
領
任

命
官)

、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
（
全
米
衛
生

研
究
所
）
の
所
長
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
教
授
や
企
業
ト
ッ
プ

が
登
壇
し
、
大
い
に
盛
況
を
呈

し
た
。 麹

な
ど
日
本
の
発
酵
食
品
に
注
目
集
ま
る

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
医
食
同
源
会
議

さくらラジオ番組案内
www.sakuraradio.com

全米をカバーする日本語
インターネットラジオ

（時間はすべて東部時間）

★「かわら版 U S A」
　全米各地域の日系団体・コ
ミュニティーで活躍する方々
へのインタビューを通して、
その地域での活動や魅力をお
伝えします。
　放送時間 毎週月曜日より多
数放送

★「Hello America」
　全米向け情報番組。ニュー
ス、ローカルリポート、アメ
リカで活動する日本人へのイ
ンタビュー、各地のイベント
情報などなど、週替わりのキャ
スターがそれぞれの地域から
放送しています。

　毎週水曜日午前 10 時 15 分
ほか

★「今月のオススメ児童書・
絵本」
 オススメの絵本や大人も楽し
める児童書まで、藤木優子と
ケイが毎月 1 冊紹介する番組。
  火曜午前 11 時 40 分ほか

 

★ジョブナビ USA
　人材総合サービス会社イン
テレッセ・インターナショナ
ル・インクがお届けする求人
情報番組。アメリカ全土に支
店をもつ同社のネットワーク
の強みを生かして、全米から
の求職情報のみならず、生活
情報も充実。
　隔週火曜日午前９時 40 分
ほか

 ★イベント情報募集中！
　皆さんの周りで開催される
イベントを番組内で告知致
し ま す。joho@sakuraradio.
com まで。

い
ま
ま
で
あ
ま
り
交
わ
ら
か

な
っ
た
有
識
者
が
一
堂
に
会

す
る
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
学

術
会
議
と
な
っ
た
。
特
に
注
目

を
集
め
た
の
は
発
酵
食
品
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
日
本
の

醸
造
機
械
メ
ー
カ
ー
、
フ
ジ
ワ

ラ
・
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
の
藤
原
加

奈
副
社
長
、
醤
油
メ
ー
カ
ー
、

Ｓ
ａ
ｎ-

Ｊ
の
佐
藤
隆
社
長
、

味
噌
メ
ー
カ
ー
、
マ
ル
コ
メ
味

噌
の
青
木
秀
太
取
締
役
副
社

長
な
ど
、
い
ず
れ
も
日
本
を

代
表
す
る
老
舗
メ
ー
カ
ー
の

ト
ッ
プ
が
講
演
し
、
日
本
の
食

パ
ワ
ー
を
披
露
し
た
。

　
さ
ら
に
、
全
米
で
最
も
注
目

さ
れ
て
い
る
麹
の
料
理
研
究

家
リ
ッ
チ
ー
・
シ
ー
氏
、
味

覚
の
追
及
も
芸
術
の
分
野
で

あ
る
こ
と
を
説
い
た
味
覚
の

科
学
の
研
究
者
ア
リ
エ
ル
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
ら
が
弁
舌
を

ふ
る
っ
た
。
聴
講
者
は
、
麹
菌

を
用
い
て
発
酵
さ
せ
た
日
本

の
伝
統
的
な
調
味
料
で
あ
る

味
噌
、
醤
油
に
多
大
な
関
心

を
寄
せ
、
質
問
が
止
ま
な
か
っ

た
。
ま
た
、
会
議
の
中
盤
に
米

麹
を
自
分
で
作
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
大
変

好
評
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
会
議
を
通
し
て
、
腸
内

細
菌
の
脳
、
発
育
、
免
疫
力

な
ど
へ
の
影
響
を
サ
イ
エ
ン

ス
で
明
か
す
ハ
ー
ド
サ
イ
エ

ン
ス
、
栄
養
価
の
高
い
食
に

誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
す
る
「
栄
養
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
」
政
策
、
さ
ら
に
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
の
食
事
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
通
し
て

の
健
康
管
理
な
ど
、
多
層
な
話

が
結
び
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。

中
で
も
、
日
本
の
「
発
酵
」
の

持
つ
意
義
は
、
肥
満
や
生
活
習

慣
病
が
蔓
延
す
る
米
国
社
会

に
一
石
を
投
じ
る
も
の
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
情
報
提
供
：
ワ
シ
ン
ト
ン
コ

ア
小
林
知
代
・
新
崎
由
貴
）

﹁
日
本
古
来
の
麹
を
も
と
に
し

た
食
作
り
と
新
た
な
醤
油
づ
く

り
を
目
指
す
﹂
と
熱
弁
を
ふ
る

う
Ｓ
ａ
ｎ-
Ｊ
の
佐
藤
社
長

麹
造
り
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
学
の
教
授
ら
が
参
加
す
る

　
日
本
大
使
館
広
報
文
化
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
で
、

「P
h

otog
raph

ic Im
ag

es 
and M

atte

（
写
真
イ
メ
ー
ジ

と
物
質
）
〜
１
９
７
０
年
代
の

日
本
の
版
画
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
国
際
交
流
基
金
と
の
共

催
の
展
覧
会
。

　
印
刷
媒
体
に
よ
っ
て
刺
激

を
受
け
た
１
９
７
０
年
代
の

芸
術
ト
レ
ン
ド
の
真
髄
を
捉

え
た
展
覧
会
で
、
14
人
の
影
響

力
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
を
特
集
し
、
版
木
、
紙
、

イ
ン
ク
な
ど
の
素
材
が
中
心

と
な
り
、
現
代
美
術
の
ト
レ
ン

ド
を
形
成
す
る
新
し
い
版
画

運
動
の
誕
生
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
写
真
と
版
画
の
融
合

を
探
る
「
写
真
イ
メ
ー
ジ
の
時

代
」
と
、
物
質
自
体
の
表
現
力

に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
作
品

を
展
示
す
る
「
自
立
し
た
物
質

の
イ
メ
ー
ジ
」
の
２
つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
い
る
。
会

期
は
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
。

　
入
館
は
無
料
。
開
館
時

間
は
月
〜
金
の
午
前
９
時

か

ら

午

後

５

時
。

6 

月 

19 

日 (

ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー

ン

ス)

は

休

館
。

住

所

は

1
1

5
0

 1
8

th
 S

treet N
W

, 
Su

ite 100, W
ash

in
g
ton

, 
D

C
 2

0
0

3
6

。

電

話

２
０
２
・
２
３
８
・
６
９
０
０
、

Ｅ
メ
ー
ル

 jicc@
w

s.m
ofa.go.jp

。

詳

細
は
日
本
大
使
館
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トw

w
w

.us.em
b-japan.

go.jp

に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
に
入
り
該
当
項
目
ま

で
。

１
９
７
０
年
代
の
日
本
の
版
画
展

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
28
日
ま
で
開
催
中

 

「F
ood as M

edicine
」

と

よ
ば
れ
る
会
議
は
、
全
米
の
あ

ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
研
究
者
、
政
策
立
案
者
、

食
関
連
企
業
、
シ
ェ
フ
な
ど
、

共同通信社との契約により

一部の記事は

ウェブではお読みいただけません。
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共同通信社との契約により

一部の記事は

ウェブではお読みいただけません。
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　 米 国 で「Asian & Pacific American 
Heritage Month（アジア・太平洋諸島系
米国人の文化遺産継承月間）」とされて
いる 5 月は過ぎたものの、日本人や日
系人としてのアイデンティティは年中
変わりません。他のアジア諸国に祖先
を持つ人々と共通点を分かち合い、仲
良くされている方も多いでしょう。た
だ、日本から来たばかりの人や一時的
に滞在している人が気にならなくても、
米国で生まれ育った人には失礼に聞こ
える可能性のある言葉もあります。今
回は、多様な背景を持つ人と深い会話
を楽しみ、いろいろな文化について丁

寧に聞く秘訣を取り上げます。
　まず、ごく普通の質問に聞こえる
Where are you from? には、よくない
ニュアンスがあります。筆者はこれを
通りすがりの人に聞かれたり、米国の
地名を回答しても納得してもらえず、
親が日本人であるという答えが得られ
るまで根掘り葉掘り聞かれるといった
ことを何度も経験しています。容姿だ
けで外国人だと判断される、特にアジ
ア系の人が頻繁に直面する差別の一種
です。悪意がなくてもそのことを思い
起こさせる可能性があることから、こ
のフレーズは避けた方が無難です。誰
かと初めて会った時は、今いる町や州
をもとに、 Have you lived in Cleveland 
for a while? などと聞き、出身地や家族
について話すかどうかは本人に任せた
方がよいでしょう。
　出身地の話で言えば、州名に語尾
を 付 け て そ の 住 民 や 出 身 者 を 指 す

（Californian、Michigander、New Yorker
など）場合、ハワイについては気を付
けなければいけません。Hawaiian とい
う言葉はハワイ先住民の方を指すから
です。ハワイ系でない方については、

How nice that you’re from Hawaii! や So 
you live in Kona? など、別の言い方をす
る必要があります。
　複数の国や地域に祖先を持つ方も多
くいます。両親が二つの異なる国か
ら来た場合、英語で「ハーフ」と呼ぶ
ことはしませんし、日本でも失礼な言
い方だという認識が広まってきていま
す。相手から親の話があった後、You 
said that your parents are Jamaican and 
Moroccan, but could you tell me more? 
などと丁寧に聞いた方がよいでしょう。
祖先が特定の国から来た、という話が
あ っ た 場 合 に は、You mentioned that 
you have Chinese and Irish ancestry, but 
did you grow up with both cultures? と聞
けば面白い会話につながります。どこ
にルーツがあっても、アイデンティティ
は人それぞれのため、Do you identify 
as Japanese American? や Would you 
consider yourself more French or more 
Italian? などと明確に聞いた方がその人
を良く知ることができるでしょう。
　他者の多様なルーツや文化的背景に
ついて学ぶことは米国における醍醐味
の一つです。ただ、アイデンティティ

は機微な話でもあるため、質問をする
中で決めつけるような言い方を避け、
なるべく自分から話してくれるのを
待った方が、長期にわたるよい関係を
構築できるでしょう。

■プロフィール
　シアトルで生ま
れ、ホノルルと東
京 で 育 つ。Shiori 
Communications, 
LLC の代表とし
て、DC を 中 心
に、通訳、翻訳、
広報、執筆活動
を展開。言葉の
力を通じて日米をつなぐことに情熱を
注いできた。過去には米日カウンシル
や在米・在英日本大使館の広報チーム
で勤務。通訳者としては、日米各地で
ハイレベルの会議、人的交流プログラ
ム、文化イベントなどを担当。ダート
マス大学で学士号、コロンビア大学の
国際公共政策大学院とジャーナリズム
大学院で修士号を取得。ブログ「tabula 
sarasara」更新中。 

多様な背景を持つ人との話し方
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永
住
権
審
査
時
間
の
大
幅
な
遅
延

　
米
国
永
住
権
（
通
称
「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
」）
の
申
請
に

は
、
家
族
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
る

申
請
、
抽
選
に
よ
る
申
請
、
雇

用
主
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
る
申

請
、
亡
命
者
に
よ
る
申
請
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
各
過
程
の
審

査
時
間
に
大
幅
な
遅
れ
が
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
労
働

局
の
審
査
を
経
る
必
要
の
あ

る
雇
用
主
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ

る
申
請
枠
は
、
最
近
の
労
働
局

の
審
査
の
遅
延
も
影
響
し
て
、

全
体
の
処
理
時
間
に
か
な
り

の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

【Labor C
ertification

】

　
雇
用
主
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ

る
永
住
権
の
申
請
に
は

5

つ
の
優
先
枠
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
第
２
申
請
枠

と
第
３
申
請
枠
は
移
民
局
に

永
住
権
申
請
を
提
出
す
る
前

に
、

労

働

局

か

らL
abor 

C
ertification

（
労
働
許
可
申

請
）
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　L
abor C

ertification
と

は
、
雇
用
主
が
外
国
人
社
員
に

対
し
平
均
賃
金
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
の
賃
金
を
オ
フ
ァ
ー

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に

地
元
の
メ
デ
ィ
ア
に
求
人
広

告
を
掲
示
し
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
条
件
に
見
合
っ
た
地
元

の
応
募
者
（
ア
メ
リ
カ
市
民
あ

る
い
は
永
住
権
保
持
者
）
が
い

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
す
。
も
し
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
応
募
者

が
い
れ
ば
、
雇
用
主
は
外
国

人
社
員
の
永
住
権
を
ス
ポ
ン

サ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
一
方
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
応
募
者

が
い
な
け
れ
ば
、
外
国
人
社

員
の
永
住
権
を
ス
ポ
ン
サ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
求

人
広
告
に
対
し
て
応
募
し
て

き
た
候
補
者
の
履
歴
書
を
レ

ビ
ュ
ー
し
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
条
件

に
該
当
す
る
人
が
い
な
け
れ

ばL
abor C

ertification

を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　L
abor C

ertification

を

申
請
す
る
前
に
、
ま
ず
申
請
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
平

均
賃
金
を
労
働
局
に
申
請
し

ま
す
。
平
均
賃
金
を
の
審
査

時
間
は
現
時
点
で
7
カ
月
ほ

ど
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
求
人
広
告
の
掲
示
を
終
え

て
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
条
件
に
該
当

す
る
応
募
者
が
い
な
け
れ
ば

L
abor C

ertification

を

提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

のL
abor C

ertification

の

省
の
Ｐ
Ｄ
チ
ャ
ー
ト
に
自
分

の
Ｐ
Ｄ
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
降

の
日
付
）
が
表
示
さ
れ
た
ら
、

最
後
に
本
人
と
家
族
に
よ
る

永
住
権
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）

の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
過
程
は
米
国
内
に
滞

在
し
な
が
ら
移
民
局
に
申
請

を
す
る
か
、
あ
る
い
は
は
い
っ

た
ん
国
外
に
出
て
米
国
大
使

館
も
し
く
は
米
国
領
事
館
経

由
で
申
請
す
る
か
の
い
ず
れ

か
の
方
法
を
選
び
ま
す
。

（
1
）
移
民
局
申
請

　
米
国
内
で
合
法
的
な
滞
在

資
格
を
保
持
し
て
い
れ
ば
、
移

民
局
に
永
住
滞
在
資
格
へ
の

変
更
申
請
を
提
出
し
ま
す
。
永

住
権
の
国
別
枠
に
よ
る
待
時

間
が
な
け
れ
ば
、
雇
用
主
ス
ポ

ン
サ
ー
申
請
と
永
住
権
申
請

を
同
時
申
請
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
永
住
権
申
請
と
同
時

に
就
労
許
可
証
と
旅
行
許
可

証
も
申
請
し
ま
す
。
た
だ
、
移

民
滞
在
資
格
へ
の
変
更
の
審

査
時
間
が
以
前
に
比
べ
5
倍

か
ら
10
倍
ほ
ど
に
長
引
い
て

お
り
、
審
査
場
所
に
よ
っ
て
差

は
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
平

均
20
カ
月
か
ら
40
カ
月
ほ
ど

か
か
っ
て
い
ま
す
。

（
2
）
米
国
大
使
館
・
領
事
館

申
請

　
も
し
、
米
国
内
で
合
法
的

な
滞
在
資
格
が
失
効
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
国

外
に
で
て
、
国
外
の
米
国
大
使

館
あ
る
い
は
米
国
領
事
館
経

由
で
永
住
ビ
ザ
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
外
で
移

民
ビ
ザ
を
申
請
す
る
場
合
は
、

旅
行
許
可
証
や
就
労
許
可
書

を
一
緒
に
申
請
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
時
と
そ
れ
に
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
国
外
で

の
移
民
ビ
ザ
面
接
が
１
年
ほ

ど
中
断
さ
れ
た
た
め
に
、
国
外

で
の
永
住
ビ
ザ
の
面
接
待
時

間
が
非
常
に
長
引
い
て
い
ま

す
。
国
に
よ
っ
て
待
ち
時
間
は

異
な
り
ま
す
が
、
1
年
位
か
か

る
覚
悟
は
し
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
従
っ
て
、
以
前
は
全
過
程
で

大蔵昌枝弁護士

プロフィール

　 ジ ョ ー ジ ア 州
弁 護 士。 ア ト ラ
ン タ に あ る Taylor 
English Duma LLP 法
律事務所勤務。東
京外国語大学中国
語学科卒業後、日本にて証券会社や製造
会社の国際事業部をの勤務を経て、97 年
に米国公認会計士試験に合格。2002 年サ
ウス・カロライナ州サウス・カロライナ
大学ロースクールおよびビジネススクー
ルを卒業。経営学修士号（MBA）、法学博
士号（JD）を取得。現在は弁護士として
移民法やその他の相談などを行っており、
日本語、英語、中国語で対応できる。

審
査
時
間
は
こ
こ
数
年
は
６

〜
７
カ
月
ほ
ど
か
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
時
点
で
12
カ

月
ほ
ど
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
従
っ
て
、
労
働
局

へ

のL
abor certification

申
請
過
程
全
体
で
２
年
前
後
、

つ
ま
り
以
前
の
審
査
時
間
に

比
べ
、
倍
以
上
か
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

【
雇
用
主
ス
ポ
ン
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
移
民
申
請
】　

　L
abor C

ertification

が

労
働
局
に
承
認
さ
れ
た
ら
、

次
に
雇
用
主
は
移
民
局
に
雇

用
主
ス
ポ
ン
サ
ー
移
民
申
請

を
提
出
し
ま
す
が
、
こ
の
審

査
時
間
は
お
よ
そ
７
〜
８
カ

月
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
審
査
時
間
は
ト
ラ
ン
プ

政
権
以
前
に
比
べ
れ
ば
倍
ほ

ど
長
引
い
て
は
い
ま
す
が
、

こ
の
過
程
は
特
急
サ
ー
ビ
ス

の
リ
ク
エ
ス
ト
を
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
特
急
料
金

と
特
急
申
請
用
紙
を
添
付
す

れ
ば
、
３
週
間
以
内
に
審
査

を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
永
住
権
申
請
】

　
雇
用
主
ス
ポ
ン
サ
ー
申
請

が
承
認
さ
れ
た
ら
、
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
ト
（
Ｐ
Ｄ
）

を
確
認
し
て
、
永
住
権
申
請

ま
で
に
待
ち
時
間
が
な
い
か

を
確
認
し
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
と
は
、

L
abor C

ertification

を

労

働
局
に
提
出
し
た
日
を
示
し

ま
す
。
国
別
に
年
間
枠
が
設

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
に

よ
っ
て
待
ち
時
間
が
異
な
り

ま
す
。

　
国
務
省
は
、
い
つ
ま
で
に

L
abor certification

を

申

請
し
た
人
が
永
住
権
提
出
で

き
る
か
、
Ｐ
Ｄ
を
毎
月
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
い
ま
す
。
国
務

平
均
１
・
５
年
ほ
ど
か
か
っ
て

い
た
永
住
権
申
請
は
、
現
時
点

で
は
3
年
か
ら
5
年
ほ
ど
か

か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特

に
子
供
は
21
歳
に
な
れ
ば
同

伴
家
族
と
し
て
申
請
で
き
な

く
な
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
永

住
を
希
望
す
る
人
は
、
な
る
べ

く
早
め
に
永
住
権
の
申
請
を

始
め
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
。

 

本
ニ
ュ
ー
ス
記
事
に
関
す
る

注
意
事
項

（D
ISC

LA
IM
ER

）

　
本
雇
用
・
労
働
・
移
民
法

ニ
ュ
ー
ス
記
事
は
弁
護
士
と

し
て
法
律
上
ま
た
は
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
を
意

図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般

的
情
報
の
提
供
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
記
載

さ
れ
て
い
る
情
報
に
関
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
も

の
に
す
る
努
力
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
正
確
さ
に
つ
い
て
の

保
証
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
法
律
や
政
府
の
方
針
は
頻

繁
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
実
際
の
法
律
問
題
の
処

理
に
当
っ
て
は
、
必
ず
専
門
の

弁
護
士
も
し
く
は
専
門
家
の

意
見
を
求
め
て
下
さ
い
。
テ

イ
ラ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ド
ゥ
マ
法
律
事
務
所
お
よ
び

筆
者
は
こ
の
記
事
に
含
ま
れ

る
情
報
を
現
実
の
問
題
に
適

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
結
果
や
損
失
に
関
し
て
何

ら
責
任
も
負
う
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
お
き
下
さ
い
。
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全
米
公
演
で
各
地
を
回
っ

て
い
る
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
ぜ

ん
じ
ろ
う
さ
ん
に
よ
る
「
笑

い
の
公
演
会
」
が
５
月
６

日
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
内
の

日
系
企
業
が
数
多
く
入
る
ビ

ル
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
人
会
が

ぜ
ん
じ
ろ
う
さ
ん
公
演
会

少
人
数
な
ら
で
は
の
親
密
度

人
気
の
点
心
に
舌
鼓

日
本
人
会
親
睦
会
開
か
れ
る

主
催
し
た
。
24
人
が
参
加

し
、
少
人
数
な
ら
で
は

の
親
密
度
の
高
い
会
と

な
っ
た
。
一
世
を
風
靡

し
た
ぜ
ん
じ
ろ
う
さ
ん

の
コ
メ
デ
ィ
に
、
会
場

は
大
き
な
笑
い
と
、
時

に
は
涙
、
そ
し
て
拍
手

が
わ
き
あ
が
り
、
一
日

の
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
ひ

と
と
き
と
な
っ
た
。
な

か
で
も
師
匠
の
上
岡
龍

太
郎
さ
ん
と
の
逸
話
は

感
動
も
の
だ
っ
た
。

　
今
回
は
、
昔
か
ら
の

フ
ァ
ン
の
方
も
何
人
か
参
加

し
、「
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
ぜ

ん
じ
ろ
う
さ
ん
に
会
え
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
」
と
、
喜
び

も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
。 

　
ぜ
ん
じ
ろ
う
（
本
名
、
金
谷

善
二
郎
）
は
、
独
自
の
ス
タ
イ

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
人
会

は
５
月
５
日
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
に
あ
る
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
、

香

港

天

心
（H

ong K
ong 

　
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
Ａ
Ｊ

Ｃ
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
委

員
会
主
催
の
第
３
回
Ａ
Ｊ
Ｃ

子
供
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
４
月
21
日
日
曜
、
２
０
０

人
を
超
え
る
参
加
者
の
も
と

キ
ャ
ッ
ト
ホ
ロ
ー
パ
ー
ク
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　
完
売
で
迎
え
た
当
日
は
、
日

本
人
だ
け
で
な
く
、
多
彩
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
っ
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
、
数
々
の
日
本

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
最
大
規

模
の
日
本
関
連
イ
ベ
ン
ト
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｘ
が
６
月
15
日

（
土
）
午
前
11
時
か
ら
午
後
10

時
、
と
16
日
（
日
）
午
前
11
時

か
ら
午
後
７
時
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
の
Ｎ
Ｒ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
（8600 

K
irby

 D
r, H

ou
ston

, T
X

 
77054

）
で
開
催
さ
れ
る
。

　
日
本
の
ア
ニ
メ
・
漫
画
、

コ
ス
プ
レ
、
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
、

伝
統
文
化
芸
能
、
武
道
、
料

理
、
車
な
ど
を
楽
し
め
る
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
日
本
人
シ
ェ

フ
ら
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
の

２
０
２
１
年
に
東
京
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
始

ま
り
、
２
０
２
２
年
は
屋
外
開

催
で
雨
で
一
部
中
止
と
な
る

も
、
昨
年
は
Ｎ
Ｒ
Ｇ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本

総
領
事
館
が
参
加
し
、
日
本
か

ら
声
優
の
梶
裕
貴
が
ゲ
ス
ト

出
演
す
る
な
ど
し
大
盛
況
と

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
子
供
の
日

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
か
れ
る
　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｘ
開
催
へ

Ｎ
Ｒ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
で
６
月
15
・
16
日

ま
す
。
テ
キ
サ
ス
州
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
今
や
Ｇ
７
の
カ
ナ
ダ
や
イ

タ
リ
ア
を
も
凌
ぎ
ま
す
。
人
口

も
、
在
留
邦
人
を
含
め
、
急
増

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
日
本
企

業
の
オ
フ
ィ
ス
が
次
々
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
も
、
外
資
を
誘
致
す
る
取

組
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
竜
巻
が
多
く
発
生

す
る
気
象
条
件
に
着
目
し
、
日

本
と
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
共
同
の

研
究
開
発
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
、 

　
両
州
に
お
い
て
、
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
は
、
地
域

社
会
の
欠
か
せ
な
い
一
員
と

し
て
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る

発
展
の
一
翼
を
堂
々
と
担
わ

れ
て
い
ま
す
。
着
任
後
、
州
や

市
の
多
く
の
関
係
者
か
ら
温

か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
が
、
長
年

　
在
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
総
領
事

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
４
月
15
日
に
着
任
し

ま
し
た
長
沼
で
す
。
今
ま
で

様
々
な
分
野
の
外
交
案
件
を

取
り
扱
う
中
で
、
米
国
と
は
常

に
密
接
に
連
携
し
、
日
米
が
協

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際

社
会
を
リ
ー
ド
で
き
る
こ
と

を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。
国
際

Ｈ-

Ｅ-

Ｂ
か
ら
の
寄
付
や
、

日
本
か
ら
取
り
寄
せ
た
珍
し
い

ゲ
ー
ム
賞
品
に
子
供
も
大
人
も

盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
た
。

 

　
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
Ａ
Ｊ

Ｃ
）
は
、
日
本
文
化
紹
介
や

日
系
ビ
ジ
ネ
ス
の
応
援
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
通
し
、
日
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
と
、
テ

キ
サ
ス
州
都
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

市
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
た
非
営
利
団
体

(501c3)

。
Ａ
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
は
、
今
回

の
よ
う
に
日
本
に
興
味
を
持

つ
地
元
米
国
人
も
多
く
、
毎

回
、
国
際
色
豊
か
た
な
集
ま
り

に
亘
っ
て
地
域
社
会
に
大
き

な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
こ
と

の
賜
物
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。 

　
総
領
事
館
の
第
一
の
役
割

は
、
邦
人
の
皆
様
の
生
命
と
財

産
の
保
護
で
す
。
総
領
事
館
の

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
、
こ
の
責
任

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同

時
に
、
日
本
と
テ
キ
サ
ス
・
オ

ク
ラ
ホ
マ
間
の
草
の
根
レ
ベ

ル
の
絆
を
よ
り
深
め
、
経
済
、

科
学
技
術
、
文
化
、
教
育
な
ど

の
分
野
に
お
け
る
協
力
を
一

層
進
展
さ
せ
る
た
め
、
皆
様
と

共
に
、
具
体
的
な
案
件
を
前
進

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
総
領
事
館
に
対
す
る
ご
要

望
、
ご
意
見
な
ど
が
あ
れ
ば
、

遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
30
日

　
在
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

　
日
本
国
総
領
事

長
沼
　
善
太
郎

ル
を
貫
く
ピ
ン
芸
人
。
兵
庫
県

姫
路
市
出
身
。
上
岡
龍
太
郎
に

弟
子
入
り
し
、
修
行
後
ラ
ジ
オ

番
組
や
2
丁
目
劇
場
で
活
躍
。

そ
の
後
東
京
へ
進
出
す
る
も

の
の
ス
タ
イ
ル
の
違
い
か
ら

渡
米
。
現
在
は
日
本
に
戻
り
、

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
国
際
的

な
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

長
沼
善
太
郎 

総
領
事
か
ら
の
ご
挨
拶

社
会
が
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
、
日
米
関
係
の
重
要
性
が
一

層
高
ま
る
現
在
、
日
米
協
力
の

現
場
に
立
ち
、
日
米
関
係
強
化

の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
の
責
任
に
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　
在
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
総
領
事

館
が
担
当
す
る
テ
キ
サ
ス
州

と
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
、
近
年
目

覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い

と
な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｊ
Ｃ
で
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
エ
リ
ア
の
地
域
の
結
束
を

強
め
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
市
図
書
館
に
て
月
一
の
日/

英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
ス
ト
ー

リ
ー
タ
イ
ム
）、
第
３
木
曜

に
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
日
本
の

エ
ン
タ
ー
テ
ー
メ
ン
ト
、
そ

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
様
々
な
催
し
企
画
運
営

し
て
い
る
。
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジw

w
w

.
au

stin
japan

com
m

u
n

ity
.

org

、
ま
た
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
参
照
。

ＡＪＣ主催

の
ゲ
ー
ム
や
、
逆
立
ち
こ
ま
、

お
手
玉
、
け
ん
玉
な
ど
の
伝
統

的
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
お
習

字
や
、
折
り
紙
の
兜
作
り
、
扇

子
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し
ん
だ
。
各

ブ
ー
ス
を
楽
し
そ
う
に
回
る

子
供
た
ち
の
歓
声
と
共
に
、
交

流
を
深
め
る
参
加
者
達
の
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
ひ
と
時
だ
っ

た
。

　
地
元
ス
ー
パ
ー
の
あ
さ
ひ

日
本
食
料
品
店
、
Ｈ
マ
ー
ト
、

な
っ
た
。

　
今
年
は
、
２
０
０
７
年
に
メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
現
在
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
し
ほ
り
（
別
名

瀬
名
）、
日
本
の
地
下
ア
イ
ド

ル
のPiN

K
II

な
ど
の
ほ
か
、

地
元
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
は

雷
太
鼓
、
姉
妹
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

の
ロ
ー
ジ
ー
、
ポ
ッ
プ
シ
ン

ガ
ー
の
シ
ャ
ノ
ン
、
ア
ニ
メ

ラ
ッ
パ
ー
の
ネ
ボ
ス
・
タ
イ

ラ
ー
ら
が
出
演
す
る
。

　
ゲ
ス
ト
と
し
て
は
、
少
年

サ
ン
デ
ー
や
東
宝
ス
タ
ジ
オ

の
ゴ
ジ
ラ
イ
ラ
ス
ト
の
作
品

で
知
ら
れ
る
漫
画
家
・
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
の
金
谷
裕
、
映
画

「
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド 

ア
ポ
カ
リ

プ
ス
」
の
ネ
メ
シ
ス
役
な
ど
で

知
ら
れ
る
俳
優
の
マ
シ
ュ
ー
・

G

・
テ
イ
ラ
ー
、
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
拠
点
の
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
、

華
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
当

日
は
初
参
加
の
ユ
ン
さ
ん
の

息
子
さ
ん
の
誕
生
日
で
、
ケ
ー

キ
を
囲
ん
で
祝
っ
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
香
港
天
心

は
香
港
に
本
店
が
あ
る
店
で
、

日
本
人
に
人
気
の
高
い
点
心

の
店
。
互
い
に
近
況
報
告
し
た

り
、
初
参
加
の
人
と
新
た
な
情

D
im

 Sum

）
で
定
例
親
睦
会

を
開
催
し
た
。
22
人
が
参
加
し

た
。
初
参
加
の
３
家
族
も
す
っ

か
り
打
ち
解
け
て
、
一
緒
に
中

報
交
換
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

食
べ
・
笑
い
・
話
し
て
盛
り
上

が
り
、
日
常
か
ら
ち
ょ
っ
と
離

れ
た
ひ
と
時
を
満
喫
し
た
。

　
日
本
人
会
は
世
界
の
料
理

を
食
べ
歩
く
親
睦
会
を
随
時

開
催
し
て
い
る
。
次
回
は
６

月
９
日
（
日
）、
中
華
料
理
店
、

老
四
川
（L

ao Sze C
huan

）

で
開
催
予
定
。
参
加
者
を
募
集

中
だ
。
連
絡
先
は
９
面
参
照
。

ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
メ
イ
ド
カ

フ
ェ
の
ほ
か
人
気
コ
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
も
多
数
登
場
す
る
。

　
入
場
料
は
15
日
（
土
）
が
前

売
40
ド
ル
、
当
日
45
ド
ル
、
16

日
（
日
）
が
前
売
35
ド
ル
、
当

日
40
ド
ル
。
数
々
の
特
典
付
き

の
２
日
間
Ｖ
Ｉ
Ｐ
は
２
０
０

ド
ル
。
詳
細
と
チ
ケ
ッ
ト
購
入

は

w
w

w
.toky

on
ightfest.

com

。
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オンライン日本映画祭開催
６月４日～７月２日（米国時間）

映
画
23
作
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
２
作
を
無
料
配
信

　
国
際
交
流
基
金
（
Ｊ
Ｆ
）

は
、
日
本
映
画
の
魅
力
を
海
外

へ
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｊ
Ｆ
Ｆ
（Japanese F

ilm
 

F
estival

）」

の

一

環

と

し

て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
映
画

祭
２
０
２
４
（JA

PA
N

E
SE

 
F

IL
M

 
F

E
S

T
IV

A
L

 
O

N
L

IN
E

 2024

）」
を
６
月

４
日
（
火
）
か
ら
７
月
２
日

（
火
）
ま
で
の
４
週
間
に
わ
た

り
開
催
す
る
。

　
３
回
目
の
開
催
と
な
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
日
本
映
画
祭
」
は
、

米
国
、
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ペ
ル
ー

な
ど
な
ど
過
去
最
多
と
な
る

27
の
国
・
地
域
で
実
施
す
る
。

　
６
月
４
日
（
火
）
か
ら
６
月

18
日
（
火
）
に
日
本
ホ
ラ
ー
映

画
大
賞
短
編
４
作
品
含
む
映

画
23
作
品
を
、６
月
18
日
（
火
）

か
ら
７
月
２
日
（
火
）
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
２
作
品
全
話
を
、
映

画
祭
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
のJF

F
+

（h
ttp

s://jff.jp
f.g

o
.jp

/
w

atch/jffonline2024

）
で

無
料
配
信
す
る
。

　
視
聴
に
際
し
て
は
ユ
ー

ザ
ー
登
録
が
必
要
。
英
語
や
ス

ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
な
ど
の

「花束みたいな恋をした」

「劇場版おいしい給食卒業」

「陸王」 「ジャングル大帝劇場版」

録
し
た
「
花
束
み
た
い
な
恋
を

し
た
」
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に

口
コ
ミ
が
広
が
り
今
秋
に
は

シ
リ
ー
ズ
３
作
目
の
公
開
も

決
定
し
て
い
る
「
ベ
イ
ビ
ー
わ

る
き
ゅ
ー
れ
」、
ま
た
「
ハ
ケ

ン
ア
ニ
メ
！
」
な
ど
、
話
題
作

が
多
数
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
の
食
文
化
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
「
劇
場
版
お

い
し
い
給
食
卒
業
」「
土
を
喰

ら
う
十
二
ヵ
月
」、
ア
ニ
メ
で

は
手
塚
治
虫
が
原
作
で
、
今
回

が
４
Ｋ
修
復
版
の
ワ
ー
ル
ド

プ
レ
ミ
ア
と
な
る
「
ジ
ャ
ン
グ

ル
大
帝
劇
場
版
」、
さ
ら
に
第

１
回
日
本
ホ
ラ
ー
映
画
大
賞

作
品
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
作
品
を
楽
し
め
る
。

初
の
ド
ラ
マ
配
信
は

大
人
気
だ
っ
た
２
作

　
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
ド
ラ
マ
作
品
の
配
信
も
決

定
し
た
。
大
き
な
夢
を
胸
に
全

力
で
働
く
人
の
姿
を
描
き
、
放

映
時
日
本
で
も
大
き
な
注
目

を
集
め
た
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」

と
「
陸
王
」
の
２
作
を
全
話
配

信
す
る
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｆ
の
許
斐
雅
文
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
は
、「
今
回
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
た
日
本
の
世
相
を
反
映

し
、
世
界
中
の
皆
さ
ん
の
心
に

響
く
作
品
を
厳
選
し
ま
し
た
。

ま
た
『
ゴ
ジ
ラ-1.0

』
や
『
君

た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
の
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
を
追
い
風

に
、
日
本
コ
ン
テ
ン
ツ
の
海
外

字
幕
も
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、

日
本
で
は
視
聴
で
き
な
い
。

最
近
の
話
題
作
か
ら

名
作
ま
で
多
数
配
信

　
映
画
作
品
は
、
２
０
２
１
年

に
日
本
で
劇
場
公
開
さ
れ
、
若

者
を
中
心
に
大
ヒ
ッ
ト
を
記

市
場
開
拓
の
一
助
と
な
る
よ

う
過
去
最
大
の
国
・
地
域
、
言

語
で
配
信
し
ま
す
」
と
語
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、「JF

F
+

」
の
公
式

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
や
、
監
督

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
公
開
し

て
い
る
。
さ
ら
に
映
画
祭
期
間

中
に
は
、
作
品
配
信
だ
け
で
な

く
、
世
界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
。
詳
細

は
前
記
、
映
画
祭
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
ま
で
。



　子どもたちの SDGs の知識を増やし、 豊かな学力を

育み、思考力を高めることを目的として設立された

米・SDGs 教 育 NPO 法 人 ブ ル ー エ ッ グ ス（Blueggs 
Environmental　Education) による SDGs クイズ特集が始

まります。第３回は SDGs の目標９の「産業と技術革新

の基盤をつくろう」がテーマです。クイズにチャレンジ

して SDGs についていっしょに考えてみませんか？

( 解答は 11 ページ）

■ SDGs とは
　貧困、紛争、気候変動、感染症など人類はこれま

でになかったような数多くの問題に直面している。

これらの問題を解決するため、2015 年９月の国連

サミットで加盟国の全会一致で「持続可能な開発

のための 2030 アジェンダ」が採択され、「持続可

能な開発目標」（SDGs：Sustainable Development 
Goals）が掲げられた。2030 年までに持続可能で

よりよい世界を目指す国際目標だ。17 のゴール、

169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人

取り残さない」ことを誓っている。発展途上国だ

けでなく先進国自身が取り組むユニバーサルなも

ので、日本や米国も取り組んでいる。

総　合(7)  2024 年 6 月号（第 352 号）   

算数・国語・
理科・社会

の力をつかって

SDGsを考えよう
第３回　目標９：産業と技術革新の基盤をつくろう編

産業と技術革新の
基礎をつくろう9
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５
月
号
に
続
き
、
中
原
ま
り
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー(

後
編)

を
お
届
け
す
る
。（
聞
き
手
・
武
末
幸
繁 

本
紙
編
集
長
）

一
生
懸
命
な
姿
勢
は
き
っ
と

誰
か
が
見
て
て
く
れ
る
も
の

目
先
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く

与
え
ら
れ
た
こ
と
を
完
璧
に

情
熱
を
持
て
る
も
の
に

関
わ
っ
て
い
る
幸
せ
が
あ
る

　
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
移
ら

れ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

　
２
０
０
３
年
に
ワ
シ
ン
ト

ン
に
移
っ
た
理
由
は
、
当
時
ア

メ
リ
カ
建
築
家
協
会
の
姉
妹

組
織
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
建
築

財
団
に
建
築
資
料
が
保
管
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
新
し
く
で
き
た
と

い
う
の
で
、応
募
し
て
み
た
ら
、

採
用
さ
れ
た
の
で
す
。
な
に

か
あ
れ
ば
す
ぐ
駆
け
つ
け
て

く
れ
る
友
達
が
い
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
離
れ
る
の
は
不
安

で
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
誰

も
友
達
が
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
移
住
し
て
か
ら
す
で
に

３
年
近
く
が
経
っ
て
い
た
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
時
に
一

彼
女
は
自
分
自
身
の
給
料
を

削
っ
て
私
を
フ
ル
タ
イ
ム
で

雇
う
か
ら
残
ら
な
い
か
と
連

絡
を
く
れ
た
の
で
す
。
残
念
な

が
ら
前
夜
す
で
に
ア
メ
リ
カ

建
築
財
団
に
仕
事
を
受
け
る

返
事
を
し
て
い
て
手
遅
れ
で

し
た
け
ど
、
ス
カ
イ
ス
ク
レ
ー

パ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
館
長

が
そ
こ
ま
で
考
え
て
く
れ
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
自
分
の
給
料
を
削
る
な

ん
て
誰
が
考
え
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
か
？ 

最
善
を
尽
く
し

て
仕
事
を
し
て
き
た
こ
と
を
、

館
長
は
見
て
て
く
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ー
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

オ
フ
ィ
ス
で
い
じ
め
に
遭
い

「
リ
ト
ル
・
チ
キ
ン
」
と
ま
で

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
私
は
移
民
だ
っ
た
か
ら

負
け
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
話
を
友
達

に
す
る
と
、「
す
ご
く
苦
労
し

た
の
ね
。
大
変
だ
っ
た
ね
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
で
も
私
に
は
辛

か
っ
た
と
か
苦
し
か
っ
た
と

か
い
う
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
築
資
料
館
で
働
き
た
い
と

い
う
ゴ
ー
ル
が
は
っ
き
り
し

て
い
て
、
年
老
い
た
両
親
を
残

し
て
日
本
を
飛
び
出
し
こ
こ

に
来
た
わ
け
で
す
か
ら
。

　
ー
そ
の
後
、
ま
た
転
機
が
訪

れ
る
の
で
す
よ
ね
？

　
ア
メ
リ
カ
建
築
財
団
で
働

き
始
め
て
数
年
後
、
近
々
コ
レ

ク
に
戻
る
べ
き
か
ど
う
か
悩

み
ま
し
た
。
建
築
財
団
を
除
い

た
ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る

他
の
建
築
資
料
館
は
議
会
図

書
館
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
。
ワ

シ
ン
ト
ン
に
留
ま
る
な
ら
建

築
以
外
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
仕

事
も
考
慮
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（N
E

W
SE

U
M

）
な
ど
あ
ら
ゆ

る
仕
事
に
応
募
し
ま
し
た
が
、

当
時
私
は
図
書
館
情
報
学
の

修
士
号
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
面
接
に
も
呼
ば

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
の
図
書
館
情
報
学
修

士
課
程
に
入
学
す
る
の
を
決

意
し
た
の
も
そ
う
い
う
背
景

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
い
て
夜
学
校
に
通

う
。
英
語
の
授
業
と
宿
題
で

ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
し
た
ね
。
若

　
新
採
用
の
日
本
課
の
司
書

に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
の
仕
事
だ
っ
た

の
で
、
私
が
か
つ
て
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
行
っ
て
き
た
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
の
経
験
が
か
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
２
０
１
２
年
は
桜
寄
贈

１
０
０
周
年
で
、
展
覧
会
は
じ

め
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
携
わ

り
ま
し
た
。
１
０
０
周
年
は
み

ん
な
が
お
祝
い
し
、
大
花
火
を

連
発
す
る
よ
う
に
大
行
事
が

立
て
続
き
ま
し
た
が
、
私
は
そ

の
後
も
「
日
本
文
化
の
日
」
を

毎
年
続
け
て
い
ま
す
。

　
私
の
信
念
は
「
継
続
は
力
な

り
」。
線
香
花
火
だ
っ
て
美
し

く
、
小
さ
な
こ
と
で
も
ず
っ
と

続
け
て
い
れ
ば
大
き
な
実
り

が
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

２
０
２
０
年
に
『C

H
E

R
R

Y
 

B
L

O
SSO

M
S

』
と
い
う
本
も

出
版
し
ま
し
た
。
画
像
や
写
真

中
心
で
、
そ
の
数
多
く
は
私
が

現
在
所
属
す
る
プ
リ
ン
ツ
＆

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
部
に
保
管

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ー
ど
う
い
う
経
緯
で
現
在

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
か
れ
た

　
家
族
は
夫
の
ジ
ョ
ン
と
愛

犬
一
匹
で
す
。
通
勤
は
住
ま

い
の
あ
る
シ
ル
バ
ー
ス
プ
リ

ン
グ
か
ら
１
時
間
く
ら
い
。
年

と
っ
て
通
勤
が
つ
ら
く
な
っ

て
き
て
ま
す
か
ね
（
笑
）。
主

人
と
一
緒
に
通
勤
し
て
い
る

か
ら
も
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
主
人
は
勤
続
34
年

以
上
で
す
か
ら
、
も
う
そ
ろ

そ
ろ
引
退
で
す
。
主
人
も
私

も
毎
日
楽
し
く
仕
事
に
行
っ

て
い
る
理
由
は
、
自
分
が
パ
ッ

シ
ョ
ン
を
持
っ
て
る
も
の
に

関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。

　
私
の
仕
事
の
多
く
は
研
究

者
対
応
で
す
。
タ
イ
ト
ル
は

キ
ュ
ー
レ
ー
タ
ー
で
す
が
、
議

会
図
書
館
内
で
建
築
の
展
覧

会
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
議
会
図

書
館
全
体
の
展
覧
会
に
建
築

の
資
料
を
出
し
た
り
、
今
年

の
９
月
か
ら
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
建

築
家
展
、「
ポ
ー
ル
・
ル
ド
ル

フ
」
の
資
料
が
議
会
図
書
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
近
く
の
大
学
の
先
生
と
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
、
教
鞭

で
使
う
資
料
を
提
供
す
る
と

か
、
学
生
が
や
っ
て
い
る
研
究

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
も

業
務
の
一
つ
で
す
。
建
築
の
基

礎
知
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ま

た
建
築
資
料
に
精
通
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
サ
ポ
ー
ト
で
き

な
い
。
そ
れ
が
わ
か
る
と
、
自

分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
充

実
感
が
得
ら
れ
、
そ
れ
が
仕
事

を
す
る
原
動
力
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
ー
今
後
の
ご
計
画
な
ど

　
数
年
前
に
プ
リ
ン
ツ
＆

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
部
門
の
建

築
・
意
匠
・
工
学
系
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。
私
の
仕
事
は
、
研

究
者
対
応
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

収
集
、
そ
し
て
一
般
を
対
象
と

し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
３
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
そ
れ

ら
に
対
し
て
合
計
15
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
つ

一
つ
達
成
し
て
い
く
こ
と
が

私
の
目
標
で
す
。
す
で
に
２
、

３
年
が
経
っ
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
も
影
響
し
て
、
15
の
提
言

の
う
ち
４
つ
か
５
つ
し
か
終

え
ら
れ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
引

退
ま
で
あ
と
10
年
位
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
に
時
間
は

残
っ
て
ま
せ
ん
。
私
が
辞
め

る
前
に
は
後
任
者
探
し
と
教

育
も
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
退
職
ま
で
ず
っ
と
今
の
仕

事
を
続
け
ま
す
よ
。
楽
し
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
。
私
は
自

分
に
も
他
人
に
も
厳
し
い
の

で
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
職
は
あ
っ

て
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
忙
し
く

な
る
こ
と
も
避
け
た
ほ
う
が

よ
い
か
と
（
笑
）。
い
つ
も
仕

事
に
暴
走
し
て
る
私
を
、
あ
た

た
か
く
支
え
て
く
れ
て
い
る

ジ
ョ
ン
と
過
ご
す
時
間
も
大

切
で
す
か
ら
。

　
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
完
）

中原まり（なかはら・まり）

　1988 年武蔵工業大学卒業。1994
年東京都立大学大学院博士課程修了。
1994 〜 2000 年同大学院助手。1996
〜 1997 年フルブライト若手研究員並
びに文化庁派遣芸術家在外研修員とし
て、コロンビア大学建築学部アーカイ
ブ並びにニューヨーク近代美術館建
築・美術部にて建築アーカイブ研修
を行う。2000 〜 2003 年ニューヨー
クに移住しコロンビア大学ドナルド・
キーン日本文化センター、ニューヨー
ク公共図書館、スカイスクレーパー・
ミュージアムなどに勤務。2003 年ワ
シントンＤＣに移り、オクタゴン美術
館（アメリカ建築家財団）の建築アー
キビストを経て、2007 年から米国議
会図書館司書。2009 年カトリック大
学図書館情報学修士課程修了

ナ
ッ
シ
ン
グ
・
イ
ズ
・
ウ
エ
イ
ス
ト
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
編
）

中
原
ま
り
さ
ん
（
米
国
議
会
図
書
館
建
築
・
意
匠
・
工
学
系
学
芸
員
）　

の
で
す
か
？

　
ア
ジ
ア
部
日
本
課
の
司
書

に
就
業
し
た
３
年
位
後
に
、
閉

鎖
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
建
築
財

団
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
議
会

図
書
館
の
プ
リ
ン
ツ
＆
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ス
部
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

プ
リ
ン
ツ
＆
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

ス
部
で
長
年
働
い
て
い
た

フ
ォ
ー
ド
が
、「
信
じ
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
建
築

財
団
の
資
料
を
扱
っ
て
い
た

人
が
議
会
図
書
館
の
日
本
課

司
書
と
し
て
働
い
て
い
る
の

で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ア
サ
イ
メ

ン
ト
で
呼
ん
で
整
理
の
手
伝

い
を
し
て
も
ら
お
う
！
」
と
、

部
長
と
内
々
に
計
画
を
練
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ー

ド
に
は
、
私
が
１
９
９
６
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
参
加
し
た

建
築
博
物
館
連
盟
の
国
際
会

議
で
出
会
い
、
そ
れ
以
来
時
折

連
絡
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
こ
ん
な
機
会
を
提
案

し
て
く
れ
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
人

は
私
が
建
築
財
団
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
一
緒
に
議
会
図
書

ク
シ
ョ
ン
が
閉
鎖
さ
れ
る
と

い
う
噂
を
耳
に
し
ま
し
た
。
そ

う
な
っ
た
ら
私
は
当
然
職
を

失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
振
り

出
し
に
も
ど
っ
て
ま
た
仕
事

探
し
で
し
た
。
話
が
前
後
し

ま
す
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
移
っ

た
こ
ろ
か
ら
、
自
分
は
一
生

独
り
身
だ
ろ
う
と
感
じ
、
そ

れ
な
ら
も
っ
と
自
立
し
よ
う

と
２
０
０
５
年
に
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
人
生
を
変
え
た
と
い

う
か
―
そ
こ
で
ジ
ョ
ン
と
出

会
い
、
２
０
０
６
年
の
終
わ

り
頃
か
ら
付
き
合
っ
て
い
ま

し
た
。
ジ
ョ
ン
と
別
れ
て
も
っ

と
仕
事
が
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

   

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
修
了
式
、

夫
の
ジ
ョ
ン
さ
ん
と
一
緒
に

    
岸
田
総
理
夫
人
へ
の
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
（
写
真
：Shawn M

iller

）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
く
ら
編
集
長

度
マ
イ
ナ
ー
手
術
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
、
そ
の
請
求
額
に

び
っ
く
り
。
そ
ろ
そ
ろ
保
険
な

ど
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
あ
る

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
か
ね
ば
と

思
っ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で

し
た
。

　
辞
任
を
伝
え
た
時
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
の
上
司

に
は
「
近
々
フ
ル
タ
イ
ム
の
オ

フ
ァ
ー
を
す
る
準
備
を
し
て

い
た
。
考
慮
す
る
か
」
と
聞
か

れ
ま
し
た
。
予
期
も
し
て
い
な

か
っ
た
し
、
と
て
も
あ
り
が

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
建
築

の
仕
事
で
は
な
か
っ
た
の
で

ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
移
住
を
選

び
ま
し
た
。
ス
カ
イ
ス
ク
レ
ー

パ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
館
長

は
、
私
の
辞
任
に
驚
い
た
も
の

の
、
私
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
う

資
金
が
な
い
の
で
、
と
て
も

残
念
だ
が
仕
方
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
朝
、

ルーブル美術館ピラミッド模型とともに（写真：Katherine Blood）

館
に
送
ら
れ
て
き
た
と
勘
違

い
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ

は
間
違
い
。
先
に
話
し
た
よ
う

な
事
情
で
、
私
は
日
本
課
の
司

書
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し

て
偶
然
に
も
建
築
財
団
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
議
会
図
書
館

に
送
ら
れ
て
き
て
、
２
０
１
０

年
か
ら
15
年
ま
で
、
週
に
数
回

プ
リ
ン
ツ
＆
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

ス
部
に
出
向
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
１
５

年
に
フ
ォ
ー
ド
が
引
退
を
表

明
。
彼
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
公
募

に
な
っ
て
、
私
が
応
募
し
採
用

さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
ー
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た

感
じ
が
し
ま
す
ね
。

　
後
で
部
長
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
フ
ォ
ー
ド
は
「
応
募

者
の
中
で
、
自
分
が
40
年
以
上

行
っ
て
き
た
仕
事
を
安
心
し

て
引
き
継
い
で
も
ら
え
る
と

思
っ
た
の
は
、
20
年
以
上
修
行

を
積
ん
で
き
た
ま
り
だ
け
だ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

涙
が
出
ま
し
た
。

　
若
い
人
に
言
う
ん
で
す
が
、

自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
、
ど

う
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
か
な
ど
自
分
の
ゴ
ー
ル

を
設
定
す
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
で
す
。
で
も
、
目
先
の
こ

と
や
自
分
の
得
ば
か
り
考
え

て
仕
事
す
る
の
は
や
め
た
方

が
い
い
。
実
現
し
な
か
っ
た
と

き
す
ご
く
落
胆
す
る
で
し
ょ

う
？ 

ま
ず
与
え
ら
れ
た
こ
と

を
完
璧
に
や
る
こ
と
。
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
だ
け
を
や
る

な
ん
て
、
許
さ
れ
な
い
と
思
っ

た
ほ
う
よ
い
。
与
え
ら
れ
た
仕

事
を
し
っ
か
り
こ
な
し
て
い

た
ら
、
誰
か
が
き
っ
と
見
て
て

か
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ

と
か
と
（
笑
）。

　
そ
う
こ
う
す
る
間
に
、
議
会

図
書
館
で
貴
重
本
の
修
復
士

を
し
て
い
る
ジ
ョ
ン
が
議
会

図
書
館
の
日
本
課
の
司
書
募

集
を
見
つ
け
て
き
た
ん
で
す
。

な
ん
と
議
会
図
書
館
の
司
書

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
は
図
書
館

情
報
学
の
資
格
が
要
求
さ
れ

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
す
で
に

学
校
に
通
い
始
め
て
い
た
こ

と
は
評
価
さ
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
応
募
し
た
と
こ
ろ
採

用
さ
れ
、
２
０
０
７
年
の
10
月

か
ら
働
き
始
め
ま
し
た
。
日
本

語
の
書
籍
を
扱
っ
て
い
る
部

署
で
す
。
建
築
財
団
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
は
、

折
よ
く
私
が
議
会
図
書
館
で

仕
事
を
始
め
た
直
後
の
こ
と

で
し
た
。

る
仕
事
で
す
。
私
が
や
り
た

か
っ
た
こ
と
で
、
と
て
も
充
実

感
が
あ
り
ま
す
。

　
現
職
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
面

接
時
に
言
っ
た
の
で
す
が
、
私

の
ユ
ニ
ー
ク
な
資
質
は
、
学
生

の
時
に
自
分
で
建
築
図
面
を

作
り
、
大
学
院
時
代
に
建
築
資

料
を
使
っ
て
研
究
し
た
。
そ
の

後
研
修
や
仕
事
を
介
し
て
、
建

築
資
料
の
入
手
、
整
理
・
保
管
・

保
存
や
修
復
、
資
料
の
利
用
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
プ
ロ
セ
ス
を
習
得
し
て
き

た
。
つ
ま
り
建
築
資
料
に
纏
わ

る
様
々
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
心

得
て
い
る
こ
と
が
私
の
強
み

だ
と
思
う
、
と
。
こ
れ
も
若
い

人
に
言
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
与

え
ら
れ
た
仕
事
だ
け
見
ず
、
全

体
の
流
れ
の
中
に
自
分
の
仕

事
を
置
い
て
観
察
し
て
み
る

こ
と
。
全
体
の
流
れ
が
見
え
な

い
と
、
な
ぜ
自
分
が
こ
の
仕
事

を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

く
れ
る
。
一
生
懸
命
や
っ
た

こ
と
は
い
つ
か
評
価
さ
れ
ま

す
よ
。
さ
れ
て
い
な
い
と
思
っ

た
ら
、
も
っ
と
頑
張
っ
た
ら
い

い
。
そ
し
た
ら
い
つ
か
部
長
や

上
司
も
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
や
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
る
。
た
だ
時
間
は
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
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。
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ワシントン首都圏
【政府・公共福祉団体等】
■在米国日本国大使館
　 Embassy of Japan
　 2520 Massachusetts Ave., NW
　Washington, DC 20008
　Tel: 202-238-6700
　 ( 開館時間外含む ) 
　Fax: 202-328-2187
　領事窓口開館時間
　9:30am-12:30pm、1:30pm-4pm
　( 土・日・休館日を除く )
　http://www.us.emb-japan.go.jp

■ワシントン日米協会
1819 L St., NW, 2B
Washington, DC 20036
Tel: 202-833-2210
www.jaswdc.org

■ジャパニーズ・アメリカン・
　ケアファンド
c/o Fred M. Packard Center
Annandale Community Park 
4022-B Hummer Road
Annandale, VA 22003-2403
Tel: 703-256-5223
E: carefund@jacarefund.org

www.jacarefund.org
　日系福祉団体。日本語で相談、
説明できるホットラインを設け情
報やサービスを提供 [VA 図書室 ]
児童書・絵本を含む７千冊以上の
日本語書籍。貸出無料　火木土
11:00~14:00
[MD 図書室 ]  貸出無料　月水土
11:00~14:00 住 所 12216 Parklawn 
Dr. Suite.102, Rockville, MD 20852

■ワシントンＤＣ日本商工会
1819 L St., NW, 2Bl
Washington, DC 20036
Tel: 202-463-3947
www.jcaw.org

■セプテンバーハウス
www.septemberhousemajmd.org
E: septemberhousemaj@gmail.com
　自立支援を日本語でサポートす
る非営利団体。生活に必要な手続
き、悩み事の相談、政府や郡から
の援助申請手続き等をお手伝い

■日系アメリカ人市民同盟
(Japanese American Cit izens 
League)
1850 M St., NW, Ste. 1100
Washington, DC 20036
Tel:202-223-1240
　米国で最古かつ最大のアジア系
人権団体　

【文化・芸能団体】
■日本大使館広報・文化センター
(JICC)
 1150 18th Street NW
Washington, DC 20036
Tel: (202) 238-6900       
E: jjicc@ws.mofa.go.jp
www.us.emb-japan.go.jp　

【学校・保育・教育機関】
■ワシントン日本語学校
借 用 校 舎：Stone Ridge School of 
the Sacred Heart,　9101 Rockville 
Pike, Bethesda, MD 20814
P.O.Box 71 Garrett Park, MD 20895
Tel: 301-962-7410/12
www.wjls.org
　日本の文部科学省より補習授業
校として認可された教育機関

■ワシントン日本語継承センター
Norwood School, 8821 River Road, 
Bethesda, MD
www.keisho.org
E:  info@keisho.org  ( 日本語 )
　子どもたちに日本語と日本文化
を継承毎週土曜日 9am-12:30pm

■ SJA
(Study Japanese in Arlington)
 日本語を学ぶアーリントンの高校
生を支援するボランティア団体
E: sja2018sja@gmail.com（笹栗 ) 　

■オーエン・ネットワーク
問い合わせ：E:  info@o-en.net
白田 茜 (Akane Shirata) まで
http://www.o-en.net
　日本語や日本文化に触れる機会を

提供・支援する非営利団体。サマー
キャンプ、スキーを企画。また個人
相談 ( 特に学校 / 教育相談 ) も

【政府・公共福祉団体等】
■在ヒューストン日本国総領事館
Consulate-General of Japan at 
Houston, 909 Fannin St., Suite 
3000, Houston, TX 77010 
Phone : (713)652-2977 ( 代表 ) 
( 緊急の場合のみ 24 時間対応 )
www.houston.us.emb-japan.go.jp

■ヒューストン日米協会
The Japan-America Society of 
Houston (JASH)
Japan-America Society of Houston
2990 Richmond Ave., Suite 670
Houston, TX 77098Tel: 713-963-
0121
E:  pybrown@jas-hou.org
http://jas-hou.org

■グレーター・ヒューストン
日本人会
Japanese Association of Greater 
Houston (JAGH)
P.O. Box 130954 Houston TX 77219　

E:  jagh.mail@gmail.com
https://www.jagh.org

■ヒューストン日本商工会
Japan Business Association of 
Houston
1880 S. Dairy Ashford Rd., Suite 
170, Houston, TX 77077　　　　　　　　　　　
Tel: 281-493-1512( 代表 )
E:  sansuikai@jbahouston.org
www.jbahouston.org

【学校・保育・教育機関】
■ヒューストン日本語補習校
Japanese Language Supplementary 
School of Houston（JLSSH）
借 用 校 舎：Westchester academy 
for Internat ional Studies, 901 
Yorkchester Dr, Houston, TX 77079
www.jeihouston.org
P: 281-531-6743（火〜金、三水会
センター）、713-973-0659（土、借
用校）
E: jlssh@jeihouston.org

ヒューストン

算数・国語・
理科・社会

の力をつかって

SDGsを考えよう
第３回　目標９：産業と技術革新の基盤をつくろう編

SDGs クイズのこたえと解説（問題は７ページ）
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　SDGs の９番目の目標「産業と技術革新の基盤をつく
ろう」では、世界の産業発展と経済成長のために持続
可能なインフラを整え、イノベーションを進めようと
しています。
　日本のインフラは、徳川家康が江戸時代に行った様々
な社会基盤整備事業が原点となっているものが多くあ
ります。とりわけ東海道をはじめとした五街道などの
交通網の形成は、現在の日本のインフラの重要なベー
スとなっています。電気やガス・水道、電話などの近
代的生活の基盤となるインフラ整備は、富国強兵や殖
産興業の理念のもと、欧米諸国の技術を積極的に導入
した明治時代に進みました。その後、戦争により国土
は荒廃してしまいますが、1950 年代から日本の歴史上
最も広汎かつ大規模なインフラ整備が行われ、高速道
路、発電所、電気通信、上下水道、新幹線などの社会
インフラが整っていきます。
　これらのインフラは、人々の生活基盤の拡充を進め
ただけでなく、日本が世界有数の経済発展を果たすた
めの支えとなり、日本は多様なイノベーションを次々
と生み出していきます。電子レンジ、ウォークマン、
内視鏡、カラオケ、新幹線、インスタントラーメン、
ウォシュレット、ファミコン、ノートパソコン、ハイ
ブリッド車、発光ダイオード、レーザープリンター、I 
H などなど。こういった戦後の日本の数知れないイノ
ベーションは、今までにない新しい価値、商品、サー
ビス、マーケットなどを創出し、結果として 15 年もの
間、年平均 10％以上の経済成長率を可能にした脅威の
高度経済成長に大きく寄与することとなりました。
 　現在は、インターネットの普及や発達によってあら
ゆるものがインターネットとつながるようになり、時
代は第４次産業革命へと突入しました。インターネッ
トの利用者は、この 10 年で年間平均およそ３億人増え、
現在は 50 億人以上の人がインターネットにアクセスが
あります。インターネットは電気や水道や道路などと
同等に、私たちの生活や産業発展に必要不可欠な社会
インフラとなりました。
　現在進行形の第４次産業革命では、IoT（モノのイン

ターネット）や AI（人工知能）、ビッグデータ、ロボッ
トなどのデジタル技術の活用によって、社会・経済の
構造が大きく変革する時代といわれています。かつて
の「既製品」の商品・サービスの値打ちは下がり、一
人一人の特性やニーズに合わせた商品・サービスがよ
り重要視されていくこの時代には、多数の顧客から集
められた 「データ（情報）」が新しい価値の創造源とな
ります。そして、こうしたデータが新たな経済価値を
生み出すために何より重要になるのが、産業や社会の
デジタル化、そしてデジタル技術を中核としたビジネ
スモデルの変革（DX：デジタルトランスフォーメーシ
ョン）なのですが、現在の日本のデジタル力は国際的
に後れを取っている感が否めません。スイスの国際経
営開発研究所（IMD）によると、2023 年の日本のデジ
タル競争力ランキングは、世界６４カ国中３２位と、
前年より３つランクを下げ過去最低を更新中であり、
米国（１位）、韓国（６位）、中国（19 位）に先を越さ
れています。
 　新型コロナウイルス感染症が猛威をふるっていた数
年前、日本でのワクチン接種が遅れをとり、日本にお
けるデジタル力の低さが露呈しました。自治体が住民
票をもとに対象者に接種券を郵送し、ワクチン接種を
希望する人は、電話やインターネットを通じて予約を
したうえで接種場所に接種券を持って出向く、という
なんとも時間と手間がかかるアナログな方法が取られ、
さらには電話回線がパンクしたため、ハガキによる予
約申し込みに変更される地域があったというのですか
ら、接種が遅れたのは避けられないことだったと思い
ます。さらには、ワクチン接種における「副反応疑い
報告」の８５％（2021 年 6 月 27 日の時点）がファッ
クスで行われたというのですから、まさに驚きです。
　日本ではこの７月に、キャッシュレス化の時代の波
に逆行するかのように、新札が発行開始されます。偽
札やタンス貯金対策と聞きますが、果たしてファック
スと現金の日本から、第４次産業革命時代の新しい価
値やイノベーションは生まれてくるのでしょうか？ 不
安が募ります。
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↓全米の最新お仕事情報↓

www.iiicareer.com

DC エリア
(VA/Dulles) 
Packing Staff $19/h
お引越しのパッキングのお仕

事。日本語

(VA/Stafford) 
HR Generalist $65-75K
人事、経理経験3~５年。日本語・

英語

Accounting Assistant $20-25/h
Excel での生産報告管理、経理

報告。日本語・英語

IT Director $150K
R e q u i r e m e n t : E x t e n s i v e 
experience (minimum of 10 
years) in IT leadership roles, 
demonstrating a track record of 
success in strategic planning, 
technology management, and 
organizational transformation. 
Fluent in English
(DC) 
Admin Assistant $20/h
日系企業での事務職。日本語・

英語　Hybrid-3 日通勤 /2 日在宅

(MD/Odenton MD) 
Bookkeeping/Account Assist  $22/h
1week of beginning of each 
month. Fluent in English　月始

め１週間のお仕事。データ入力。

経理経験者。英語必須

(MD/Rockville) 
Bio-Tech Customer Service/
Inside Sales $50-52K
J a p a n e s e  B i o t e c h n o l o g y 
company is seeking Bio-tech 
Customer support/IT marketing/ 
nside sales representative 
Enlgish only. This is a Temp (for 
the first 3months) to Hire position 
(Full-time)
 

D.C. オフィス

連絡先：571-384-7117

dc@iiicareer.com

NY&NJ エリア
(WFH)

Credit Analyst $60-80K
Account Executive $80-90K
IT Sales Rep $55-75K
Operation/Freight Forwarder  
 $48-53K
(NJ)

Sales Assist (Metal/Energy)
 $45-50K

NY ／ NJ オフィス

連絡先：212-391-9111

ny@iiicareer.com

ヒューストン・エリア
J/E Dept Chief (Relocation) $52-83K
Sales Manager $70-100K
J/E Admin Assistant $58K
Logistics Coordinator $69K
Air Export Coordinator/Warehouse
 $45-55K
Machinist (Manual) $30/h

Office Administrator $20/h
J/E Office Admin $48-55K

ヒューストンオフィス

連絡先：713-968-9895

txsales@iiicareer.com

ダラス・エリア
J/E HR Supervisor $65-75K
J/E Sr Network Operation Engineer  
 $70-95K
IT Director $125K
J/E Accountant $55-60K

ダラス (Business Partner)
Gephyro Consulting

連絡先：214-763-2244

dallas@iiicareer.com

アトランタ・エリア
Japanese Teacher $25/h
Operational Key Account Mgr $60-65K
J/E Accountant $70-80K
J/E Electrical Design Engineer $50-80K
Moving Staff $40-42K

アトランタオフィス

連絡先：770-392-9111

atl@iiicareer.com

シンシナティ・エリア
Part-Time Sales/Admin $22-25/h 
Sales Engineer $65-110K
Procurement Specialist ~$32/h
(KY)

Sales Assistant $44-50K
Account Manager $80-100K

シンシナティオフィス

連絡先：859-816-2819

midwest@iiicareer.com

シカゴ・エリア
J/E Import/Export Operator 
$40K-
J/E Sales Admin Assistant $20/h
Project Mgr-Digital Commerce $110K
(MI)

Manufacture’s Sales Rep. $70-72K

シカゴオフィス

連絡先：224-803-1753

chicago@iiicareer.com

ロサンゼルス・エリア
J/E Bookkeeper $42-48K
J/E Sales Rep $54-56K
Administrator (GA) $40-46K
Administrative Assistant $21/h
IT Help Desk Specialist  $65-68K

ロサンゼルスオフィス

連絡先：310-414-9111

lajobs@iiicareer.com

シリコンバレー・エリア
Bookkeeping/Admin $60-70K
Head Sushi Chef $96-100K
Customer Support $21-25/h
Jr Accountant $28-30/h
Sales Manager $135-180K

シリコンバレーオフィス

連絡先：408-973-7890

sv@iiicareer.com

スクール

尾上流　菊由起の会
日本舞踊で美しい姿勢と身体作り
Tel: 703-631-2163
www.onoedance.com

弁護士

吉岡咲子
移民法

Family & Employment Cases
PO BOX 941285
Houston TX 77094
832-680-7289 Office
866-592-1134 Fax
sakiko@syoshiokalaw.com

記事・情報募集

さくら新聞 
さくら新聞への記事・情報を募
集しています。お気軽に武末　
takesue@iii-media.net まで
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お申し込みは発行日
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料金 : 4 行 20 ドルより。以後１行ごとに５ドル
（１行 15 文字。半角英字は２文字で１文字扱い）

お支払い : チェックのほか、大手クレジットカード
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E-mail: sakura@iii-media.net

●編集後記●

レッドロブスター

　大手レストランチェーンのレッドロブス

ターが連邦破産法第 11条の適用を裁判所に

申請、経営破綻しました。コロナ禍による客

足減少やインフレによる人件費増大、そして

客足を回復させようとエビの食べ放題を常設

メニューに変えたことなどで損失が拡大した

などが破綻理由として報道されました。ふむ

ふむと思ってしまうのですが、NBCニュー

スはプライベートエクイティによる「資産剥

奪」が原因と指摘してます。2014 年 5月に

レッドロブスターを買収したプライベートエ

クイティ企業のゴールデンゲート・キャピタ

ルは、レッドロブスターが保有していた 15

億ドル規模の不動産を売却し資金調達。売却

資金をゴールデンゲートが懐に収める一方、

レッドロブスターは年間収益の約 10％にあ

たる２億ドルもの賃料を支払う羽目になった

というのです。マクドナルドが有名ですが、

レストランチェーンは不動産で成り立ってた

りするようですね。（編集長・武末幸繁）

* 次号７月号は７月 13 日発行です。

共同通信社との契約により

一部の記事は

ウェブではお読みいただけません。
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